




より感謝申し上げます．今回はベテランから若い世代にわたり，診療科 5 編，看護部 3 編，検査部 1 編，
病理診断科 1 編，薬剤部 1 編の計 9 編の投稿があり大変うれしく思っております．
　医学のベースは科学でありますが，近年，日本において，その基盤となる論文の “ 量と質 ” の低下が指
摘されています．論文の “ 量 ” は，2003 ～ 2005 年当時において米国について世界 2 位であったのが，
2013 ～ 2015 年では米国・中国・ドイツについで第 4 位となっています．論文の “ 質 ” を被引用数で評価













ンなどの発想は，“ 人 ” の仕事として残ります．そして，研究や論文作成を通じ形成される人と人との “ つ
ながり ” は，院内・院外を問わずその分野におけるコンセンサス形成を促し，“ 医療の質 ” を高めてくれ
ます！
　今後とも，京都第一赤十字病院医学雑誌の発刊を通して，科学の発展と社会貢献に寄与できることを願
いまして，発刊の挨拶とさせていただきます．
令和１年 11 月１日
京都第一赤十字病院
院長　池田　栄人

